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情報教育委員会は、表Iの各学習内容のキー ワ ー ド
の理解を普通教科「情報」の授業で習得する知識 ・ 理
解と捉え、 2006 年に教科「情報J 診断評価テストを開
発した［5］。4選択肢方式の問題であり、表2に問題例
を示す。各学習内容に対応して全 80 問（20 問× 4 セ
ット）を作成し、lセット単位で利用する 。
2008 年 4 月、情報教育委員会が全国の大学新入生
2204 名を対象に行った同テスト［6］で、各テスト問題
に関する学習経験を質問した。その結果、表 3 に示す



































漫組問IIu,kcdeJ I ECC I 1フ今よノ卜j iシフ卜］ISI h刀らない
表 3 「情報』受検肉容の既習状況と受検結果
' 相密主 I 曹謹2 I 胃活3 I 全体
17.9駒I ls.ml 17.4%1 16.8% 
14.2拍1 8.5%1 6.4%1 仇8%
...肺色1 76.3%1 76lo/,I 73.4% 
70�%1 且2日｜ 凪2%1 目。嶋











































本研究で構築する WBL では、 学習者が既に理解し
ている部分はリメディアノレ学習の対象としない。 これ




WBL の開発環境を表 4 に示す。 表 4 に示すように
WBL を制御するシステムを PHP+MySQL を利用して
開発した。
WBL の概略図を図4に示す。学習者が PC から Web
サーバーにアクセスして学習画面を表示し、 学習の進
行状況に応じてデ ータベ ー ス内のデータの読み込み
やデータの書き込みを行い、学習画面に提示すること
によって先述の①～①を実現する。 Web サーバー内に
構築する WBL 制御システムの処理の流れを図 5 に示
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サ パ OS Windows Server 2003 
Web サーバー IIS 
Web サーパーソフトウェア Ap"he HTTP Smee 2.0.4 
デタペ スサ パ MySQL s,m, 4.1 
クライアント OS WindowsXP 
プログラム言語，スクリプト言ll PHPS.0 
JavaScriot 
Web ブラウザ Internet Expfom 7 

















































































































が、誤って「“ フォント ” は “文字コード” の一種j
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日時 : 2009 年 I 月 16 日（ 以降適宜）
場所 ： 合格者の各自宅および出身高等学校




日時 : 2009 年 1 月 23 日（以降適宜）
場所 福岡県立Y高等学校コンビュ ータ教室
および各生徒の自宅
対象者 : 80 名（高校I年生）
実践に先立ち、［実践 l ）については 2008 年 12 月 20
日に各学習者用ID•パスワー ドを 配布し、 WBL の大ま
かな操作方法の説明を行った後 、自宅などで適宜行っ
てもらうようにした。［実践 2）については 2009 年 1
月 23 日に各学習者用ID・ パスワ ー ドを配布し、実際
に操作しながら学習を進めた。
学習者は構築したWBLの「トップページJにアクセ






4.2 WBL に関するアンケー トの結果
WBL を利用した学習および WBL のレイアウトに関
する設聞を設けたアンケ ー トを実施し、全ての学習者
のうち 94 名から回答を得ることができた。その結果、















































日］山本 以和子： Benesse 教育情報サイト
“日 本の大
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